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２０２０年３月期 第２四半期業績予想と実績との差異及び 
通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

2019 年 5 月 14 日に公表いたしました 2020 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間（2019 年 4 月 1 日～2019
年 9 月 30 日）の業績予想と、本日公表の同実績との差異、及び通期（2019 年 4 月 1 日～2020 年 3 月 31
日）業績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 
１．2020 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の業績予想数値と実績との差異 

（2019 年 4 月 1 日 ～ 2019 年 9 月 30 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に

帰属する 
四半期純利益 

1 株当たり 
四半期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
458,600 

百万円 
6,050 

百万円 
6,400 

百万円 
3,500 

円 銭 
28.32 

実績値（Ｂ） 450,710 6,320 6,574 1,463 11.84 
増減額（Ｂ－Ａ） △7,889 270 174 △2,036 － 
増減率（％） △1.7 4.5 2.7 △58.2 － 
（ご参考） 
前期第 2 四半期実績 
（2019 年 3 月期 
第 2 四半期） 

444,408 6,100 6,449 139 1.13 

 
 
２．業績予想と実績との差異の理由 
 当第 2 四半期連結累計期間（2019 年４月１日～2019 年９月 30 日）における当社グループの売上高に

つきましては、食品事業が再編に伴う売場面積減少や天候不順の影響を受けたことにより前回発表予想

を下回りましたが、営業利益、経常利益につきましては、百貨店事業において、国内需要・インバウン

ド需要がともに堅調に推移したことに加えて、前年同期に相次いだ自然災害が今年は少なかったことや、

９月の消費税増税前の駆け込み需要が寄与し、増収増益となったことなどから、ほぼ前回発表予想通り

となりました。 
一方、特別損失として、イズミヤの閉店店舗不動産の売却による損失 863 百万円、不採算事業の撤退

に伴う事業整理損 764 百万円等を前倒し計上したことなどにより、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、1,463 百万円（前年同期比 1,050.0％）と前回発表予想を下回りました。 
詳細につきましては、本日適時開示の当社決算短信をご覧ください。 



３．2020 年 3 月期通期業績予想の修正 
（2019 年 4 月 1 日 ～ 2020 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円 
947,300 

百万円 
18,400 

百万円 
18,500 

百万円 
7,700 

円 銭 
62.30 

今回修正予想（Ｂ） 939,200 18,000 18,200 7,000 56.63 
増減額（Ｂ－Ａ） △8,100 △400 △300 △700 － 
増減率（％） △0.9 △2.2 △1.6 △9.1 － 
（ご参考） 
前期実績 
（2019 年 3 月期） 

926,872 20,422 21,376 2,162 17.50 

 
 
４．修正の理由 
 
 2020 年 3 月期の通期連結業績予想につきましては、当第 2 四半期連結累計期間の結果及び足元の業績

動向を踏まえて、2019 年 5 月 14 日に公表しました通期連結業績予想から、売上高、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する当期純利益をそれぞれ変更しております。 
百貨店事業においては、年度末の阪急本店の大型改装や、神戸阪急および高槻阪急の立ち上げなど先

行投資に伴う費用の増加に加えて、消費増税前の駆け込み需要に対する反動減の影響もあり、第３・４

四半期においては減益を見込んでおります。 
以 上 


